
令和７年度の教育プログラム認定（学部）について

山形大学理事（教育担当）

出 口  毅

令和７年度の各学部等の教育プログラムについては，以下の２つの観点に基づき，全

てのプログラムについて検証作業を行った結果，適切であると判断し，令和７年度の教

育プログラムとして認定する。

【観点１】

教育プログラムが，各学部等のＤＰやＣＰに沿ったカリキュラム編成となっているか？

・ＤＰやＣＰに沿った適切なカリキュラム編成であると判断する。

【観点２】

教育プログラムが体系的に編成され，それに沿った開講科目の配置となっているか？

・体系的に編成され，適切であると判断する。

【教育プログラム認定の総括】

・カリキュラムチェックリストの作成により，各授業の達成度レベル等が可視化できて

いる。

・理事特別補佐からの検証報告を受けて，改善点や検討すべき点について各学部等にお

いて再度検討され，必要に応じて修正を加えた上で，適切に教育プログラムの認定が

行われている。

・今回で各学部等の教育プログラム検証作業は、養護教諭特別別科を除き９回目となる

が，PDCA サイクルによるカリキュラム・マネジメントが確立されている。

・前回の各授業のＤＰ及びＣＰとの対応関係や達成度レベルの指標，履修者数等のデー

タを基に今回のカリキュラムチェックリストの作業が進められており，適切な授業配

置が行われている。

【会議での審議状況】

令和６年１１月１１日及び令和７年１月２０日 教育推進機構運営会議（協議）

令和６年１１月２０日及び令和７年１月２３日 役員会（協議）

令和７年２月１２日 教育研究評議会（報告）
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観点１ 統括教育ディレクターからの報告等

○

○

○

○

○

○
⾃由記述での指摘を受け、⼀部の科⽬について、授業の到達⽬標及び開講学年の誤記を修正した。ま
た、CPと科⽬との対応を⾒直し修正した。

○ 廃⽌科⽬の削除漏れがあったため、リストから削除した。

○

○

○ ⼀部の科⽬について、CPと授業形態との対応を再確認し修正した。

○

○

○

○

○

○
⼀部の科⽬について、「授業の到達⽬標」と「学位授与⽅針」(DP)との対応関係の表記を修正し
た。

○

○

○

○ ⼀部の科⽬について、名称を修正した。

○ ○

○

⼈⽂社会科学部 ⼈⽂社会科学科

⼈間⽂化コース ○ ○

グローバル・スタディーズコース ○ ○

総合法律コース ○ ○

地域公共政策コース ○ ○

経済・マネジメントコース ○

令和７年度の教育プログラムの検証結果について（学部）

学部等 学科 コース 観点２ 認定の可否

○

⼀部の科⽬について、科⽬名称を修正及びDPと科⽬の対応関係の誤記を修正した。

看護学科 ○ ○

地域教育⽂化学部 地域教育⽂化学科
児童教育コース ○ ○

⽂化創⽣コース ○ ○

機械システム⼯学科 ○ ○

理学部 理学科 ○

化学・バイオ⼯学科 ○

医学部
医学科 ○ ○

養護教諭特別別科

⼯学部

⾼分⼦・有機材料⼯学科

システム創成⼯学科

農学部 ⾷料⽣命環境学科

アグリサイエンスコース

バイオサイエンスコース

建築・デザイン学科

エコサイエンスコース

情報・エレクトロニクス学科

⾃由記述で指摘のあった学科共通科⽬の⼀部科⽬のシラバス掲載⽅法について、今後検討する。

○ ○

○ ○

○○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

3



授業種別

1
（1）

1
（2）

1
（3）

1
（4）

1
（5）

2
（1）

2
（2）

2
（3）

3
（1）

3
（2）

1
(1)

1
(2)

1
(3)

2
(1)

2
(2)

2
(3)

2
(4)

3
(1)

3
(2)

種別
（主・副・兼・非
常勤・新採等）

氏名
必修・選必・選
科・自由・免許・

資格・他

到達目標
の明確性

授業目的及び
目標がDPと対
応しているか

授業目的及び
目標がCPと対
応しているか

1 男女共同参画社会と教育 2 講義 2 EＦT2001 63 58 21500 ○
　この授業は、男女共同参画社会基本法および女性活躍推進法
を理解し、その実現のために教育が果たす役割を考察することを
目的とする。

①「男女共同参画社会基本法」「女性活躍推進法」の内容を説明
することができる。

②これらの法が必要となった国内外の社会的背景について理解
することができる。

③男女共同参画およびジェンダーに関する各地（国内外・県内
外）の実態や取組状況をグループで調べ、発表することができる。

④①～③を踏まえて、男女共同参画社会の形成に向けて学校に
できることを提案することができる。

◎
I

○
I

○
I

○
M

主担当 水谷智彦 選択
共同主（学部共

通）
○ ○ ○

2 地域社会とファシリテーション 2 講義 2 EＦT2002 115 91 21501 ○ ◎ ○ ○

学校を中心とする地域社会における紐帯づくりに寄与する教員を
はじめとする専門家の役割とその際に有効なコーディネート・ファ
シリテーションに係る技量の理解、それら専門家をめざす意欲の
涵養を目的とする。

(1) 地域社会の維持および地域文化の振興に際して機能しているさ
まざまな組織・機関・団体等の担う活動の実態とその成果・課題とを
理解できる。
(2)それらの活動との関わりを活かした教育の視点を持ち、地域学校
協働活動の中でも重要な役割を担う教員をはじめとし、地域におけ
る文化振興・創生を担うファシリテーターの役割を理解できる。
(3)(1)をふまえ、持続可能な地域社会・文化の担い手となり、学校や
住民・文化・スポーツ団体等でネットワークを構築し、住民の主体的
な地域文化創生をコーディート・ファシリテートするための技量の内
実を理解し説明できる。

○
I

○
I

◎
I

○
I

主担当
主担当
主担当
主担当

安藤耕己
小林俊介

具志堅裕介
廖曦彤

選択
共同主（学部共

通）
○ ○ ○

3 教育原論［児童教育コース］ 2 講義 1 EＦT1003 79 85 21502 ○ ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
教育の思想、歴史的背景、学びと教えの実践を支える理論的基
盤を学ぶことを通して、教育実践に対する理解を深める。

・一斉授業の歴史的背景を説明することができる。
・学ぶこと、教えることとはどのようなことか説明することができる。
・「協同的な学び」を中心とした学習者中心の授業を支える理論を
理解し、「多様な学び方、考え方をもつ子ども一人ひとりに質の高い
学びを保障するための授業づくり」についての教育のヴィジョンを表
現できる。

○
I

○
I

○
I

◎
I

△
I

○
I

○
I

兼担 森田智幸 必修 ○ ○ ○

4 音楽史概説 2 講義 1 EＦT1004 18 34 21504 ◎ ◎ ◎ ○
西洋芸術音楽、日本の伝統音楽、および世界のさまざまな地域
の音楽について紹介しながら、人類がこれまで作り出してきたさま
ざまな音楽様式を視野に入れて音楽の歴史を概説する。

西洋芸術音楽の歴史と、日本音楽のさまざまな種目について学
び、西洋芸術音楽と日本音楽それぞれの文化的な土壌の違いと歴
史的な発展過程の違いを理解する。また、世界の諸地域の音楽に
ついての基本的な知識を獲得する。その上で、人間と音楽の関係、
社会における音楽の役割について自分なりに考察を行えるようにな
ることを授業の最終的な到達目標とする。

○
I

△
I

◎
I

○
I

非常勤 小塩さとみ 選択
共同主（学部共

通）
○ ○ ○

5 発達心理学［児童教育コース］ 2 講義 1 EＦT1005 84 92 21505 ○ ○ ◎ ○

人間の誕生から死に至る生涯発達の過程を、主として発達・教育
心理学的な視点から概観する。
人間の発達を支える生物的基盤及び社会・文化的基盤（家族、学
校、地域社会、文化、時代背景等）を多次元的に捉えた上で、心
理的諸機能の発達の特性、及び各発達段階の特性及び発達の
障害に関する理解を図る。
とりわけ、生涯発達の軸の中での児童期の位置づけと特徴を理解
する。

・対人関係、感情、自己、認知機能の発達について、説明できる。
・子どもの対人関係、感情、自己、認知機能の発達を支える大人
（養育者、教師）の役割について、説明できる。

○
I

△
I

○
I

○
I

△
I

△
I

△
I

◎
I

○
I

主担当
主担当

藤岡久美子
本島優子

必修 ○ ○ ○

6 造形史概説 2 講義 1 EＦT1006 35 30 21507 ○ ○ ◎ ○

西洋の造形芸術，アジアおよび日本の造形芸術（デザイン・工芸
を含む）の基礎的な概念や知識を理解する。

造形芸術の史的展開について、西洋美術史を通じて概説するとと
もに，造形芸術および美術館の歴史について基礎的な知識を概
説する。映像資料を中心に講義する。随時美術館見学，作品研
究のプレゼンテーションを課す。

・西洋美術・アジアおよび日本の伝統美術の流れを説明できる。
・西洋美術・アジアおよび日本の伝統美術愛標的作品について，そ
の特質と美術史的な背景について説明できる。

○
I

○
I

◎
I

主担当 小林俊介 選択
共同主（学部共

通）
○ ○ ○

　各科目について、以下の習熟度を追記。

　 　　Ｉ　Introduced＝導入
   　　Ｒ　Reinforced/Practiced＝発展/強化
　 　　Ｍ　Mastered＝熟達

　Ａ　Assessed＝測定/把握

各科目について、CP及びDPとの関連性を◎○△
で表記。

◎ DP達成のために、特に重要な事項
○ DP達成のために、重要な事項
△ DP達成のために、望ましい事項

カリキュラム・チェックリスト例

教育課程の編成・実施方針（CP） 学位授与方針（DP）
山形大学及び地域教育文化学部の教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に沿って、児童教育コースでは、学生が体系的かつ主体的に学修できるように教育課程を編成し、これに従って教育を行います。

１．教育課程の編成・実施等
(1) 基盤教育においては、１年次を中心に、「導入科目」、「基幹科目」、「教養科目」、「共通科目」をバランスよく履修し、広い視野・教養を得る。また、「共通科目」では、３年一貫教育としてコミュニケーション・スキル１（英語）を履修し、英語活用能

力の向上を促す。
(2)学部専門教育においては、専門教育科目を、「中心科目」、「基礎科目」、「専門科目」、「発展科目」の４つのカテゴリーに分類し、体系的・段階的に学ぶことができるように配置する。
(3) 「中心科目」は、学部共通科目として位置づけ、地域貢献・地域創生を実践するための基本となる科目群と、専門教育で学んでいる知識・技能を地域課題の解決を目指して総合的に活用し企画・運営・実行していく実践演習群の「フィールド

プロジェクト」とで編成する。
(4) 基盤共通科目・専門教育科目の一部を「自由選択科目」として配置する。
(5)「児童教育コース」に２つのプログラムを配置する。

○小学校教育プログラム：小学校教育のスぺシャリストの養成。小一種免許状（必須）、中・高一種免許状（国語、社会、数学、理科、英語。高校社会は地歴）、幼一種免許状及び特別支援一種免許状が取得可。
○チャレンジプログラム：教職大学院進学を前提にした6年一貫教育。小一種免許状（必須）。

２．教育方法
(1) 基礎的かつ包括的な知識を習得する科目群と実践的かつ基礎技術を習得する科目群とを相互補完的に履修させ、知の実践力の育成を促す。
(2) 主体的な課題発見・解決能力を培うために、ＰＢＬ型授業を学年進行に伴って拡充する。
(3) 人間性及び社会性の涵養を促進するために、協働による参加型・対話型授業を初年次から配置する。

３．教育評価
(1) 学生自身による到達度の検証と自主的・自律的改善を可能にするような具体的な評価基準を策定し、学習成果を評価する。
(2）地域教育の 課題解決のために実践力を総合的に活用し、企画・運営・実行する主体性・自律性を評価する。

山形大学及び地域教育文化学部の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）のもと、児童教育コースの各プログラムでは基盤共通教育及び学部の専門教育を通じて、以下のような知識・態度・能力を獲得した学生に「学士（教育学）」
の学位を授与します。

１．豊かな人間性と社会性
(1) 教育に対する使命感と情熱、問題意識を持ち、積極的に学び続けることができる。
(2) 教師の責務の重大さに対する自覚に基づき、高い倫理観と責任感を伴った行動ができる。
(3) 多様な意見を引き出しながら目的の共有を図り、取りまとめるファシリテーターとして地域の教育課題の解決に取り組むことができる。

２．幅広い教養と汎用的技能
(1) 学校教育及び学校と地域の連携についての基本的知識がある。
(2) 教科間連携、幼小中高連携、インクルーシブ教育を意識した指導力がある。
(3) グローバルな課題とのつながりにおいて地域課題を捉えた教材開発力を身に付けている。
(4) 子どもの成長と学校教育を支える様々な人々や組織との連携を図るためのコミュニケーション能力がある。

３．専門分野の知識と技能
(1) 国や地域の教育政策の動向に基づき、地域の教育を支えるために必要な専門的知識や技能を身につけている。
(2) 地域の教育を支えるために必要な専門的知識を基盤とし、さらに「チーム学校の一員としての教員」に必要とされる知識や技能を活用しながら教育課題の解決に取り組むことができる。

授業科目名
（領域）

単位
数

開講
形態

時間割
コード

授業担当

授業の目的 授業の到達目標
開講
学年

令和4年
度の履修

者数

学位授与方針（ＤＰ） チェック欄

ナンバ
リング

教育課程の編成・実施方針（ＣＰ）
令和5年
度の履修

者数

開講形態
(共同主，共同
副（主プロ名）)
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令和７年度の教育プログラム認定（大学院）について

理事（教育担当） 

出 口 毅 

令和７年度の大学院各研究科等の教育プログラムについては，以下の２つの観点に基づき，

全プログラムについて検証作業を行った結果，適切であると判断し，令和７年度の教育プロ

グラムとして認定する。

【観点１】

 教育プログラムが，各研究科等のＤＰやＣＰに沿ったカリキュラム編成となっている

か？

・ＤＰやＣＰに沿った適切なカリキュラム編成であると判断する。

【観点２】

教育プログラムが体系的に編成され，それに沿った開講科目の配置となっているか？

・体系的に編成され，適切であると判断する。

【教育プログラム認定の総括】

・研究科等の教育プログラム検証作業については、今回で５回目の実施となるが、スムー

ズに作業を進めることができた。

・理事特別補佐からの検証報告を受けて改善点や検討すべき点を各研究科等において再度

検討される等，適切に教育プログラムの認定が行われている。

・教育プログラムを認定する上で，上記観点１及び２は非常に重要な観点であるが，さら

に発展的な視点からプログラムの認定を行うことができるか、引き続き検討していく。

【会議での審議状況】

令和６年１１月１１日 教育推進機構運営会議（協議）

令和６年１１月２０日 役員会（協議）

令和７年２月１２日  教育研究評議会（報告）
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研究科 専攻 コース等 観点１ 観点２ 認定の可否 統括教育ディレクターからの報告等

社会⽂化システムコース ○ ○ ○
⼀部の科⽬における授業⽬的・到達⽬標の誤記への指摘に対し、当該箇所を修正した。また、教員減を⾒
据えた対応については、今後、カリキュラムのあり⽅を議論する時期に検討したい。

臨床⼼理学コース ○ ○ ○

芸術・スポーツ科学コース ○ ○ ○

理学専攻 ○ ○ ○ ⼀部の科⽬に対する⼊⼒漏れの項⽬について、修正・加筆した。

化学・バイオ⼯学専攻 ○ ○ ○

情報・エレクトロニクス専攻 ○ ○ ○

機械システム⼯学専攻 ○ ○ ○

建築・デザイン・マネジメント専攻 ○ ○ ○

農学研究科 農学専攻 ○ ○ ○
⾃由記述で意⾒のあった、カリキュラム・チェックリスト上の科⽬区分の記載⽅法及び未記載の科⽬につ
いて、次年度に向けて検討する。

有機材料システム研究科 有機材料システム専攻 ○ ○ ○ 前年度履修者数と時間割コードの未記載についての指摘に対し、適切に記載した。

先進的医科学専攻 ○ ○ ○
（DP達成に向けた習得度⽰す記号）「A：Assessed：測定/把握」が付いているDPに対応する⼀部の科⽬
で、前年度履修者数が０名であるとの意⾒について、今後選択科⽬群の授業構成について確認し、各コー
スの指導教員へ履修指導についても確認する。

看護学専攻 ○ ○ ○

教育実践研究科 教職実践専攻 ○ ○ ○

研究科 専攻 観点１ 観点２ 認定の可否 備考

理⼯学研究科 地球共⽣圏科学専攻 ○ ○ ○

理⼯学研究科 先進⼯学専攻 ○ ○ ○

有機材料システム研究科 有機材料システム専攻 ○ ○ ○ 前年度履修者数と時間割コードの未記載についての指摘に対し、適切に記載した。

医学専攻 ○ ○ ○ 指摘を受けた⼀部科⽬の「授業形態」の空欄箇所について修正した。

先進的医科学専攻 ○ ○ ○

看護学専攻 ○ ○ ○

医学系研究科

【博⼠課程・博⼠後期課程】

医学系研究科

令和７年度の教育プログラムの検証結果について（⼤学院）
【修⼠課程・博⼠前期課程】

社会⽂化創造研究科 社会⽂化創造専攻

理⼯学研究科
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CP1 CP2 CP3 CP4 CP5 CP6 CP7 DP１ DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7

基盤科目 1 先進工学基礎 1 講義 通 ○ ○ ○ ◎ ○
先進工学を専門とする研究者として身に付けなければならない
基礎知識を身につけ、必要に応じそれを応用することができる。

○
I

○
I

○
I

○
I

○
I

○
I

○
I

2 無機材料工学特論 2 講義 1 ◎ ○
機能性無機材料の機能発現のメカニズムや生命活動に不可欠
な生体物質の生命化学的役割等について、理論に基づき議論
することができる。

◎
M

◎
I

○
I

3 化学計測・生体情報特論 2 講義 1 ◎ ○
物質の分離とそのための分析機器、生体情報の計測とその解
析技術、ソフトウェア・AD変換などのラインモニタリング技術を深
く理解し、必要に応じてそれらを応用できる。

◎
M

◎
I

○
I

4 化学工学特論 2 0 講義 1 〇 ○

粉粒体の諸特性と製造工程(装置，条件など)とを関連付け、熱
力学的基礎に基づき数値的に計算できる。また，熱媒流体を利
用した新たな伝熱促進技術の原理を、伝熱促進技術の基礎に
基づき説明できる。

◎
M

○
I

◎
R

5 応用物理化学特論 2 4 50104 講義 1 ◎ ○
界面での現象やエネルギーデバイスにおける界面設計、粉体表
面の物性およびその測定法，さらに様々な表面処理方法につい
て深い知識を身につけ、必要に応じてそれらを応用できる。

◎
M

〇
I

○
I

6 有機機能工学特論 2 講義 1 ○ ○

種々の機能性有機材料の機能，構造解析，分子設計，合成法
などに関する深い知識を身につけ、必要に応じてそれを応用す
ることが出来る。ケミカルテクノロジー，ナノテクノロジーの分野
における社会的課題についてその解決法を議論できる。化学・
バイオ工学分野の論文執筆に必要な論理展開が出来る。

〇
M

〇
R

〇
R

〇
I

〇
I

7 生体有機分子工学特論 2 講義 1 ○ ○ ○

生体機能物質化学，創薬有機化学，タンパク質工学，遺伝子工
学，有機合成化学に関する基礎となる専門知識について述べる
ことが出来、研究の最新の知見について討議することができる。
バイオテクノロジー，ケミカルテクノロジーの分野における社会的
課題についてその解決法を議論できる。化学・バイオ工学分野
の論文執筆に必要な論理展開が出来る。

〇
M

〇
R

〇
R

〇
I

〇
I

8 バイオ工学特論 2 0 56355 講義 1 ○ ○

各種組織を構成する細胞の特徴を、機能と構造面から説明でき
る。個体を構成する組織など細胞のつくる社会に関して、細胞・
分子レベルで理解することができる。先端計測技術などの工学
と生命科学との融合の社会貢献に関して理解を深める。

〇
I

〇
R

〇
R

〇
R

〇
R

〇
I

9 医工学特論 2 講義 1 ○ ○
1.生体材料の種類を挙げて説明できる。2.材料の適用症例の概
略が理解できる。3.生体内での材料の使用方法を説明できる。4.
医療機器の構成と使用材料を説明|できる。

○
R

○
M

○
I

○
R

カリキュラム・チェックリスト例

各科目について、CP及びDPとの関連性を◎○△
で表記。

◎ DP達成のために、特に重要な事項
○ DP達成のために、重要な事項
△ DP達成のために、望ましい事項

　各科目について、以下の習熟度を追記。

　　Ｉ　Introduced＝導入
　　Ｒ　Reinforced/Practiced＝発展/強化
　　Ｍ　Mastered＝熟達
　　Ａ　Assessed＝測定/把握

令和5年度
履修者数

教育課程の編成・実施方針（CP）

1.高い専門力及び融合力の基となる知識を身に付ける講義科目を編成する。
2.論理的な思考力･記述力，発表･討議の能力，仮説を検証する能力，習得した知識や技能を自在に応用して新たな知見を生み出す能力及び科学者･技術者を巻き込んで研究やプロ
ジェクトを推進する能力を身に付けるために演習科目及び実験科目を編成する。
3.講義科目においては，適宜グループディスカッションやプレゼンテーションを取り入れ，知識のより深い理解を促す。
4.演習科目及び実験科目では，必要に応じて複数の教員が指導に当たり，専門的な知識を実践的に体得させる。
5.研究の計画の立案及び実施に当たっては，複数の指導教員及びメンターが定期的に指導及び助言を行う。
6.成績評価基準に基づき，厳格な評価を行う。
7.博士後期課程の学位基準に基づき，学位論文を評価する。

NO 授業科目名
単
位
数

時間割
コード

授業
形態

開
講
学
年

教育課程の編成・
実施方針（CP)

学位授与方針（DP)

1.専門とする工学分野の科学・技術に関する深い知識と技能を身に付けている。
2.科学・技術を発展させる上で必要な論理的な思考力・記述力、発表・討議の能力を身に付けている。
3.社会や科学・技術に関する課題を深く理解し、これを解決するための仮説を検証する能力を身に付けている。
4.専門とは異なる分野の科学･技術に関する知識を身に付けている。
5.習得した知識や技能を自在に応用して新たな知見を生み出す能力を身に付けている。
6.俯瞰的な視野に立って情報を収集し，計画を立案，実施する能力を身に付けている。
7.世界に向けて自らが発見した科学的知見や創生した技術を発信する能力を身に付けている。

学位授与方針（DP)
令和4年度
履修者数

界面・表面現象や光イメージングといった物理化学的な
現象の工学分野における役割を学ぶことを目的とする。

有機分子設計化学、機能分子化学、ナノ結晶・ナノ粒
子、遷移金属触媒反応を取り上げ、種々の機能性有機
材料の概説と、機能の発現機構，分子構造と機能制御
の関係について論じ，それぞれの解析法、新規な有機
材料の分子デザインおよびその合成戦略について解
説・議論する。

授業の到達目標

先進工学を専門とする研究者として活躍するために必
須の基礎知識を学ぶことを目的とする。

高実社会で利用されている機能性無機材料や今後活躍
が期待される生命無機化学に関する理解を深めること
を目的とする。

物質を有効活用する観点に基づき物質や生体が有する
情報を取得し、それを解析する方法を学ぶことを目的と
する。

産業分野で重要な分離プロセス、機械操作、材料プロセ
ス、伝熱工学に関する知識を得ることを目的とする。

授業の目的

創薬や遺伝子・タンパク質研究に重要な天然物やペプ
チドの合成，タンパク質の化学的，生物学的な合成，有
機化合物と酵素・受容体などのタンパク質との相互作用
について概説し、分子設計，評価方法，構造活性相関な
ど生物機能工学の基礎を理解し、それらを用いた最新
技術に対する理解を深める。

発生・生殖生物学及び細胞生理学を中心とした生命科
学の研究分野に関連する重要な生物現象を取り上げ、
これら生物現象を解析するための先端計測技術とその
応用例を解説する。工学と生命科学の異分野融合研究
の意義と重要性を理解する。

高度医療において，人工物を生体内に埋入する材料
（生体材料）の臨床応用は年々増している。本講義で
は，高度臨床医療で用いられている生体材料を中心に
学ぶ。生体材料の設計指針及び開発状況を基礎から応
用に至るまでを学ぶとともに，最新の話題を取り上げ，
工学から医学へのアプローチ方法を考える。

科目区分

化
学
・
バ
イ
オ
工
学
分
野
講
義
科
目
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